
注
意
事
項

　　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
・「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　【
タ
イ
ト
ル
】

 

　
違
う
世
界
か
ら
来
た
艦
隊

　【
作
者
名
】

 

　
黑
狼
天
狗
　
天
鴉

　【
あ
ら
す
じ
】

　
任
期
を
終
え
帰
還
中
だ
っ
た
艦
隊
。

　
し
か
し
突
然
荒
ら
し
に
会
い
全
て
の
計
器
が
狂
っ
て
し
ま
う
。

　
な
ん
と
か
嵐
を
や
り
過
ご
し
た
と
き
、そ
こ
は
元
の
世
界
と
は
違
う
、『
深
海
棲

艦
』
と
呼
ば
れ
る
怪
物
と
戦
う
世
界
だ
っ
た
。

　　　　
色
々
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
て
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
２
、
３
話
目
く
ら
い
か
ら
本

編
で
す
。



　
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
１

　　
第
二
次
世
界
大
戦
。
太
平
洋
戦
争
。
大
東
亜
戦
争
。

　　　
大
日
本
帝
国
、
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
、
イ
タ
リ
ア
（
笑
）
を
中
心
と
し
た
『
枢
軸

軍
同
盟
』
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連

合
王
国
（
以
後
イ
ギ
リ
ス
王
国
）、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
を
中
心
と
し
た
『
連
合
軍
』、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
中
心
と
し
た
『
共
産
陣
営
』
に
よ
る
大
規
模
な
世
界
大
戦
。

　
こ
の
大
戦
で
、
大
日
本
帝
国
を
除
き
『
枢
軸
同
盟
』
は
敗
北
。

『
連
合
軍
』
で
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
除
く
敗
北
し
た
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
、
疲
弊

仕
切
り
事
実
上
戦
争
継
続
の
出
来
な
い
イ
ギ
リ
ス
王
国
も『
連
合
軍
』か
ら
脱
落
。

　
事
実
上
、
大
日
本
帝
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
三
国
大
戦
へ

と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　　
１
９
４
８
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
挟
ま
れ
る
大
日
本
帝
国

は
秘
密
裏
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
会
談
。

　
両
国
共
に
こ
れ
以
上
の
戦
争
継
続
は
不
利
と
判
断
し
、
大
日
本
帝
国
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
は
お
互
い
に
停
戦
を
宣
言
。

　
世
界
は
大
日
本
帝
国
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
主
軸
と
し
た
『
連
合
軍
』
と
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
率
い
る
『
共
産
陣
営
』
の
戦
争
と
な
っ
た
。

　　
翌
年
１
９
４
９
年
、大
日
本
帝
国
は
イ
ギ
リ
ス
王
国
、フ
ラ
ン
ス
共
和
国
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
と
講
和
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
オ
ラ
ン
ダ
は
、
大
日
本
帝
国
が
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
を

占
領
し
て
い
た
た
め
、『
連
合
軍
』に
参
加
し
大
日
本
帝
国
と
戦
争
状
態
だ
っ
た
た

め
。

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
王
国
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
と
は
軍
事
、
貿

易
同
盟
を
締
結
『
日
米
英
仏
四
国
同
盟
』
を
締
結
。

　
こ
れ
は
、
主
に
資
源
、
物
資
の
を
主
軸
と
し
た
物
と
、
弾
薬
の
統
一
、
艦
船
、
航

- 2 -



空
機
の
提
供
を
主
軸
と
し
た
物
の
二
つ
が
主
で
あ
り
、
疲
弊
仕
切
っ
た
イ
ギ
リ
ス

王
国
、
降
伏
し
て
軍
備
の
無
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
救
援
目
的
で
締
結
さ
れ

た
。

　
こ
の
時
、
大
日
本
帝
国
は
東
南
ア
ジ
ア
の
殆
ど
を
制
圧
し
資
源
は
十
分
潤
っ
て

い
た
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
、
対
日
戦
で
大
量
生
産
し
て
余
っ
た
（
無
計
画
と
も
い

う
）
空
母
等
の
艦
船
を
売
り
払
う
い
い
機
会
だ
っ
た
の
で
締
結
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
王
国
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
か
ら
は
、
当
時
精
度
の
低
か
っ
た
大
日
本

帝
国
の
レ
ー
ダ
ー
類
の
代
わ
り
に
、
高
精
度
の
レ
ー
ダ
ー
を
提
供
、
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
、
大
日
本
帝
国
の
対
ソ
戦
時
に
お
け
る
港
や
物
資
の
補
給
地
（
補
給

は
自
前
）
の
提
供
な
ど
だ
っ
た
。

　　
二
年
後
の
１
９
５
１
年
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各
国
が
大
日
本
帝
国
か
ら
独
立
。

　
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
国
は
独
立
後
、
大
日
本
帝
国

と
同
盟
を
締
結
。

　
こ
れ
は
、
各
国
が
大
日
本
帝
国
に
資
源
を
提
供
す
る
代
わ
り
に
、
大
日
本
帝
国

は
各
国
の
軍
の
育
成
や
、
艦
船
、
航
空
機
の
提
供
を
記
述
し
た
も
の
で
、
イ
ギ
リ

ス
王
国
な
ど
の
植
民
地
を
持
つ
（
も
っ
て
い
た
）
国
は
難
色
を
示
し
た
が
、
大
日

本
帝
国
の
説
得
の
も
と
締
結
し
た
。

　
因
み
に
、
独
立
し
た
時
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
は
大
日
本
帝
国
を
元
首

と
し
て
新
た
に
し
た
り
も
し
た
。

　　
翌
年
１
９
５
２
年
、
今
ま
で
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
の
国
境
付
近
で
の
小
さ
な
戦
闘

が
激
化
、
旧
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
、
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
よ
り
ソ
連
軍
が
侵
攻
。

　
瞬
く
間
に
旧
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
首
都
ベ
ル
リ
ン
付
近
ま
で
侵
攻
し
た
。

　
こ
の
自
体
に
『
連
合
軍
』
は
軍
隊
の
派
遣
を
決
定
。

　
編
成
は

　【
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
】

　【
陸
軍
】
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機
械
科
師
団
（
戦
車
等
）
１
５
師
団

　　
歩
兵
師
団
３
０
師
団

　　
陸
上
航
空
機
約
２
３
０
機

　【
海
軍
】

　　
戦
艦
参
隻

　　
重
巡
弐
拾
隻

　　
軽
巡
弐
拾
伍
隻

　　
駆
逐
伍
拾
隻

　　
空
母
拾
隻

　【
大
日
本
帝
国
】

　【
陸
軍
】

　　
機
械
科
師
団
５
師
団

　　
歩
兵
師
団
１
５
師
団

　　
陸
上
航
空
機
約
３
０
０
機

　【
海
軍
】
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【
戦
艦
】

　　
大
和

　　
武
蔵

　　
金
剛

　　
榛
名

　【
一
等
巡
洋
艦
（
重
巡
）】

　　
高
雄

　　
愛
宕

　　
古
鷹

　　
青
葉

　　
利
根

　　
筑
摩

　【
二
等
巡
洋
艦
（
軽
巡
）】

　　
矢
矧

　　
球
磨

　　
多
磨
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木
曾

　　
天
龍

　　
竜
田

　　
長
良

　　
名
取

　【
駆
逐
艦
】

　　
暁

　　
響

　　
雷

　　
電

　　
陽
炎

　　
不
知
火

　　
黒
潮

　　
雪
風

　　
浜
風
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秋
雲

　【
航
空
母
艦
】

　　
赤
城

　　
加
賀

　　
飛
龍

　　
瑞
鶴

　　
隼
鷹

　　
神
鷹

　【
イ
ギ
リ
ス
王
国
】

　【
陸
軍
】

　　
機
械
科
師
団
３
師
団

　　
歩
兵
６
師
団

　　
陸
上
航
空
機
約
５
０
機

　【
海
軍
】

　　
戦
艦
壱
隻

　　
重
巡
参
隻
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軽
巡
肆
隻

　　
駆
逐
拾
弐
隻

　　
空
母
零
隻

　　
の
上
記
が
第
一
次
合
同
輸
送
作
戦
で
旧
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
首
都
ベ
ル
リ
ン
に

送
ら
れ
た
。

　
ま
た
、大
日
本
帝
国
の
戦
艦
金
剛
は
イ
ギ
リ
ス
王
国
、王
室
直
々
の
要
請
の
元
、

一
時
的
に
返
却
。

　
旧
式
と
な
っ
た
一
等
巡
洋
艦
古
鷹
、
青
葉
は
イ
ギ
リ
ス
王
国
、
同
じ
く
旧
式
二

等
巡
洋
艦
天
龍
、
竜
田
、
駆
逐
艦
暁
、
響
は
フ
ラ
ン
ス
に
譲
渡
さ
れ
た
。

　（
な
ぜ
大
和
や
武
蔵
、
赤
城
、
加
賀
が
生
き
て
い
る
の
か
は
次
回
で
）

　　
１
９
５
４
年
、
数
回
に
渡
る
合
同
輸
送
作
戦
の
元
、
安
定
し
た
補
給
に
よ
る
戦

闘
行
動
の
維
持
や
多
方
面
侵
攻
作
戦
が
幸
を
そ
う
し
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
領
土
は

元
の
三
分
の
一
ま
で
減
少
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
首
都
『
モ
ス
ク
ワ
』
ま
で
数
十
㌔
ま

で
迫
っ
て
い
た
。

　
ま
た
国
民
の
大
規
模
な
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
革
命
運
動
に
よ
り
、
つ
い
に
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
は
降
伏
し
た
。

　
こ
の
時
、
ス
タ
ー
リ
ン
書
記
長
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
し
て
い
た
と

こ
ろ
を
捕
ま
り
、
公
開
処
刑
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
も
崩
壊
し
新
し
く
『
ロ
シ
ア
連
邦
』
が
成
立
。

　
こ
の
降
伏
に
よ
り
、
長
く
続
い
た
世
界
大
戦
は
つ
い
に
終
結
。

　
人
々
は
行
く
年
ぶ
り
の
平
和
を
享
受
し
た
。
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平
和
な
ひ
と
時

　　　　　　　　　　　　　
１
９
９
１
年
。
中
華
人
民
共
和
国
、
大
韓
帝
国
が
お
互
い
に
宣
戦
布
告
。

　
翌
１
９
９
２
年
に
は
よ
り
激
化
し
、『
連
合
軍
』
あ
ら
た
め
『
国
連
』
が
軍
の
派

遣
を
決
定
。

　
こ
の
戦
争
は
両
国
の
国
境
で
の
戦
闘
が
原
因
で
あ
り
、
こ
れ
は
大
韓
帝
国
の
工

作
員
に
よ
る
テ
ロ
行
為
（
満
州
事
変
み
た
い
な
物
と
考
え
て
ま
す
ｂ
ｙ
作
者
）
と

判
明
し
た
た
め
『
国
連
』、
主
に
大
日
本
帝
国
が
中
華
人
民
共
和
国
に
軍
を
派
遣
。

　
翌
１
９
９
３
年
に
は
大
韓
帝
国
が
降
伏
。

　
こ
の
時
、
大
日
本
帝
国
は
【
戦
艦
大
和
】
と
【
戦
艦
武
蔵
】
を
大
韓
帝
国
半
島

沿
岸
部
に
派
遣
、
大
規
模
な
艦
砲
射
撃
を
実
施
す
る
。

　
こ
の
時
、
あ
ま
り
の
濃
密
な
弾
幕
に
町
（
先
進
国
か
ら
見
た
ら
村
）
一
つ
消
し

飛
ん
だ
ら
し
い
（
住
民
は
初
め
の
斉
射
以
降
避
難
済
み
）
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後
日
、
上
海
海
上
に
て

　【
上
海
降
伏
宣
言
】

　　
が
行
わ
れ
た
。

【
戦
艦
大
和
】
甲
板
上
に
て
、
降
伏
調
印
式
が
行
わ
れ
、
大
韓
帝
国
は
中
華
人
民
共

和
国
に
た
い
し
、
日
本
円
に
し
て
約
六
千
億
円
（
現
代
で
は
約
一
兆
二
千
万
）
の

賠
償
金
が
決
定
。

　
こ
れ
を
期
に
、
中
華
人
民
共
和
国
は
軍
の
近
代
化
を
進
め
る
。

　
大
日
本
帝
国
か
ら
は
旧
式
の
【
睦
月
型
駆
逐
艦
】
を
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら

は
【
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
級
駆
逐
艦
】
と
【
巡
洋
艦
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
】
が
提
供

さ
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
西
暦
２
０
０
０
年
ま
で
、
巡
洋
艦
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
は
中
華
人

民
共
和
国
海
軍
の
旗
艦
と
し
て
活
躍
し
た
。

　　　
１
９
９
６
年
、
戦
艦
大
和
以
下
、
全
て
の
戦
艦
が
旧
式
過
ぎ
る
た
め
解
体
、
及

び
、
近
代
化
改
修
を
実
施
す
る
。

　
戦
艦
扶
桑
、
山
城
、
金
剛
、
比
叡
、
榛
名
は
解
体
処
分
。

　
こ
の
前
日
の
深
夜
、
４
隻
の
戦
艦
の
甲
板
に
て
巫
女
服
を
着
た
１
０
代
後
半
ら

し
き
人
影
が
同
時
刻
に
て
目
撃
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
る
（
一
部
脇
巫
女
と
の
証

言
も
あ
り
審
議
不
明
）

　
伊
勢
型
、
長
門
型
、
大
和
型
は
近
代
化
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
。

　
特
に
大
和
型
は
船
体
の
延
長
、
主
砲
の
大
型
化
、
艦
橋
及
び
煙
突
の
改
修
、
後

部
格
納
庫
の
増
設
、
Ｖ
Ｌ
Ｓ
の
増
設
、
新
型
実
験
動
力
炉
（
原
子
力
）
の
設
置
ｅ

ｔ
ｃ
…
…
も
は
や
イ
タ
リ
ア
の
カ
ブ
ー
ル
級
戦
艦
を
思
わ
せ
る
程
の
超
改
修
（
魔

改
造
）
だ
っ
た
と
、
当
時
の
軍
オ
タ
造
船
技
師
も
証
言
し
て
い
た
。

　　
１
９
９
９
年
、
全
て
の
戦
艦
の
超
近
代
化
改
修
が
終
了
。

　
終
了
す
る
と
国
家
予
算
の
二
％
が
浮
い
た
と
い
う
噂
も
流
れ
た
。
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２
０
０
０
年
、
第
二
次
中
韓
戦
争
が
勃
発
。

　
今
回
も
大
韓
帝
国
改
大
韓
民
国
が
開
戦
の
原
因
だ
っ
た
。

　
今
回
も
そ
れ
な
り
に
激
化
す
る
と
思
わ
れ
た
が
、
約
１
日
で
大
韓
民
国
が
無
条

件
降
伏
し
た
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
世
界
は
正
し
く
呆
然
と
し
た
。

　
こ
の
『
弐
拾
肆
（
２
４
）
時
間
戦
争
』
と
名
付
け
ら
れ
た
戦
争
は
、
や
は
り
大

日
本
帝
国
の
参
戦
で
終
わ
っ
た
。

　
大
日
本
帝
国
は
宣
戦
布
告
が
あ
っ
て
す
ぐ
大
韓
民
国
に
宣
戦
布
告
。

　
瞬
く
間
に
海
軍
の
派
遣
を
決
定
し
た
。

【
戦
艦
大
和
】
以
下
、【
戦
艦
武
蔵
】、【
戦
艦
長
門
】、【
航
空
戦
艦
日
向
】
の
四
隻

を
大
韓
民
国
首
都
【
平
壌
】
沿
岸
部
に
派
遣
、
及
び
無
慈
悲
な
艦
砲
射
撃
を
敢
行
。

　
し
か
も
、
今
回
は
降
伏
す
る
ま
で
砲
撃
を
一
切
辞
め
な
か
っ
た
（
前
回
は
き
っ

か
り
１
時
間
で
終
了
し
た
し
、
今
回
も
前
回
も
事
前
に
警
告
を
し
た
。）

　
大
韓
民
国
は
中
華
人
民
共
和
国
と
大
日
本
帝
国
に
領
土
の
６
０
％
を
割
譲
。

賠
償
金
約
三
千
億
円
も
請
求
さ
れ
る
。

　　
ち
な
み
に
、
二
回
の
派
遣
で
中
華
人
民
共
和
国
を
助
け
た
た
め
、
中
華
人
民
共

和
国
は
新
日
派
が
大
多
数
を
占
め
て
き
た
ら
し
い
。

　　　
２
０
１
４
年
、
ソ
マ
リ
ア
周
辺
海
域
で
海
賊
が
多
発
、
中
に
は
１
０
０
㍍
ク
ラ

ス
の
大
型
艦
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
骨
董
品
と

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
大
日
本
帝
国
は
大
規
模
海
軍
派
遣
計
画
を
実
施
。

　【
戦
艦
】

　　
大
和

　　
武
蔵
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長
門

　【
航
空
戦
艦
】

　　
伊
勢

　　
日
向

　　
信
濃
（
戦
艦
↓
空
母
↓
航
空
戦
艦
に
改
修
）

　　
こ
れ
ら
の
他
に

　【
航
空
母
艦
】

　　
大
鳳

　　
赤
城

　　
加
賀

　　
飛
龍

　【
イ
ー
ジ
ス
艦
（
大
日
本
帝
国
で
は
一
等
巡
洋
艦
が
イ
ー
ジ
ス
艦
に
該
当
）】

　　
高
雄

　　
愛
宕

　　
利
根

　　
筑
摩
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　【
特
殊
イ
ー
ジ
ス
艦
（
国
民
の
要
望
で
作
ら
れ
た
特
別
艦
）】

　　
金
剛

　　
比
叡

　　
榛
名

　　
霧
島
（
太
平
洋
戦
争
中
の
戦
艦
霧
島
は
ワ
シ
ン
ト
ン
と
の
戦
い
で
相
打
ち
し
撃

沈
）

　　【
二
等
巡
洋
艦
】

　　
矢
矧

　【
駆
逐
艦
】

　　
雷

　　
電

　　
陽
炎

　　
雪
風

　　
時
雨

　　
の
計
弐
拾
四
隻
の
艦
隊
を
編
成
し
派
遣
。

　
し
か
し
翌
２
０
１
５
年
に
任
期
を
終
え
帰
還
中
に
嵐
に
合
い
坊
ノ
岬
沖
【
北
緯
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３
４
度
１
２
分
、
東
経
１
２
８
度
０
４
分
】
に
て
行
方
不
明
と
な
る
。

　
不
遇
に
も
、
こ
の
世
界
と
は
違
う
、
別
の
世
界
に
て
沈
ん
だ
艦
隊
旗
艦
【
戦
艦

大
和
】
の
沈
没
し
た
同
一
の
場
所
だ
っ
た
。

　　　　　　　　　
以
上
大
日
本
帝
国
史
第
三
章
『
世
界
大
戦
と
近
代
化
の
始
ま
り
』
よ
り
抜
粋
。
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設
定

　　　　　　
Ｂ
Ｂ
Ｈ
―
０
０
１
大
和
（
ヤ
マ
ト
）

　　
全
長
３
６
４
㍍

　　
排
水
量
１
２
６
０
０
０
㌧

　　
速
力
３
４
ノ
ッ
ト

　　
機
関
　
イ
式
新
型
実
験
動
力
炉
（
原
子
力
）

　　
兵
装

　　
４
８
０
㍉
三
連
装
滑
空
砲
三
機
九
問

　　
２
３
０
㍉
三
連
装
速
射
砲
二
機
六
問

　　
２
０
㍉
対
空
機
銃
Ｓ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｓ
四
機
四
問

　　
８
８
㍉
連
装
高
角
砲
四
機
八
問

　　
艦
橋
後
部
煙
突
偽
装
Ｖ
Ｌ
Ｓ
八
機

　　
艦
橋
側
面
Ｖ
Ｌ
Ｓ
十
六
機
三
十
二
門
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艦
首
魚
雷
発
射
管
六
門

　　
艦
尾
魚
雷
発
射
管
六
門

　　
Ｓ
Ｈ
６
０
シ
ー
ホ
ー
ク
七
機

　　
備
考

　　
カ
ブ
ー
ル
式
超
近
代
化
改
修
を
受
け
た
第
一
号
艦
。

　
全
体
像
は
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
の
波
動
砲
口
を
埋
め
、
艦
尾
が
戦
艦
大
和
の
ま
ま

の
よ
う
な
艦
影
。

　
艦
首
の
丸
い
穴
の
所
に
菊
花
紋
章
が
付
い
て
い
る
。

　
こ
の
近
代
化
改
修
で
、
主
砲
を
４
６
㌢
か
ら
４
８
㌢
に
変
更
。

　
砲
も
、
ラ
イ
フ
ル
砲
か
ら
滑
空
砲
に
変
更
し
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
も
撃
て
る
様
に

な
っ
て
い
る
。

　
副
砲
も
最
新
鋭
の
２
３
０
㍉
速
射
砲
に
変
更
し
た
。

　
こ
の
速
射
砲
は
三
連
装
だ
が
、
砲
内
部
に
大
型
の
ロ
ー
ダ
ー
を
三
つ
内
装
し
て

お
り
、
副
砲
に
は
一
人
か
ら
二
人
ぐ
ら
い
し
か
入
れ
な
い
代
わ
り
に
、
一
分
間
に

４
０
×
３
で
１
２
０
発
撃
て
る
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
々
で
別
々
の
目
標
を
狙
え
る
様
に
な
っ
て
お
り
、
一
門
だ
と
駆
逐
戦

車
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
艦
首
、
艦
尾
魚
雷
発
射
管
は
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
と
同
じ
配
置
に
な
っ
て
お
り
、

魚
雷
は
キ
ャ
ビ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
、
動
力
に
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
キ
ャ
ビ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
魚
雷
は
、
一
部
変
更
し
た
物
が
ど
う
時
期
の
宇
宙

船
に
よ
る
デ
ブ
リ
破
壊
計
画
で
採
用
さ
れ
た
。

　
８
８
㍉
連
装
高
角
砲
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
際
に
、
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
と
の
技

術
交
換
の
際
に
手
に
入
れ
た
ア
ハ
ト
ア
ハ
ト
を
改
良
し
た
物
。

　
こ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
期
の
近
代
化
改
修
で
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
超

近
代
化
改
修
の
際
に
性
能
、
速
射
性
な
ど
を
上
げ
た
上
で
再
設
置
さ
れ
た
。

　
Ｖ
Ｌ
Ｓ
は
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
と
同
じ
で
あ
る
。
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艦
こ
れ
転
生
時

　　
見
た
目
は
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
の
古
代
を
イ
ケ
メ
ン
に
し
た
感
じ
。

　
勿
論
男
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
、
超
近
代
化
改
修
の
計
画
案
の
さ
い
、
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
っ
ぽ
く
し
よ

う
ぜ
!!

　
と
言
っ
て
始
ま
っ
た
せ
い
で
、

　　
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト

　
　
　
　
　
　
　
←

　
男
の
ロ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
←

　
男
の
ロ
マ
ン
で
作
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
←

　
だ
か
ら
男
に
な
っ
た

　　
と
大
和
本
人
が
推
測
。

　
本
人
も
男
で
良
か
っ
た
ら
し
い
。

　
服
装
は
沖
田
艦
長
の
制
服
。

　　　　　
当
時
の
大
ま
か
な
時
代
背
景

　　　
大
日
本
帝
国
は
前
の
日
清
戦
争
で
勝
利
し
賠
償
金
を
会
得
。

　
し
か
し
、
大
日
本
帝
国
は
こ
の
賠
償
金
を
百
年
に
分
け
て
払
っ
て
く
れ
と
指

摘
。

　
こ
れ
は
当
時
の
中
国
が
か
な
り
廃
れ
て
い
た
た
め
。
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こ
の
事
を
見
て
、
当
時
の
天
皇
が
中
国
の
支
援
を
決
断
。

　
賠
償
金
以
上
の
お
金
を
使
っ
て
公
共
事
業
を
行
っ
た
た
め
比
較
的
反
日
感
情

は
少
な
か
っ
た
。

　
た
だ
し
、
他
の
主
な
植
民
地
で
は
不
評
だ
っ
た
。

　
日
露
戦
争
で
は
圧
倒
的
に
勝
利
し
ア
メ
リ
カ
等
の
国
は
大
日
本
帝
国
を
危
険

視
し
始
め
た
。

　
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
と
同
盟
を
結
ん
だ
為
ア
メ
リ
カ
の
態
度
が
よ
り
顕
著
に
な

り
、
資
源
の
輸
出
が
停
止
。

　
し
か
し
、
中
国
が
資
源
の
提
供
を
申
し
入
れ
て
き
た
た
め
、
一
時
的
に
資
源
不

足
は
ど
う
に
か
な
っ
た
。

　
こ
の
時
、
既
に
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
は
開
戦
し
て
い
た
の
で
、
中
国
は
後
ろ
盾
が

必
要
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
ば
ら
く
大
日
本
帝
国
は
開
戦
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
と
の

技
術
交
換
の
た
め
、
海
軍
を
派
遣
。

　
地
中
海
に
て
イ
ギ
リ
ス
海
軍
と
遭
遇
し
交
戦
を
仕
掛
け
ら
れ
て
駆
逐
艦
一
隻

が
沈
没
。

　
こ
れ
を
期
に
大
日
本
帝
国
は
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
ふ
く
む
『
連
合
軍
』
に

宣
戦
布
告
。

　
一
気
に
東
南
ア
ジ
ア
一
帯
を
制
圧
す
る
。

　
ア
メ
リ
カ
と
の
海
戦
で
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
て
空
母
『
蒼
龍
』
を
失
う
も
敵

艦
隊
を
撃
滅
。

　
最
終
的
に
は
ハ
ワ
イ
ま
で
を
勢
力
圏
と
す
る
。

　
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
後
、
米
軍
の
一
大
攻
勢
が
起
こ
り
、
空
母
『
翔
鶴
』『
瑞
鶴
』

『
神
鷹
』
戦
艦
『
陸
奥
』
が
沈
没
。

　
し
か
し
、
米
軍
は
主
力
空
母
、
戦
艦
す
べ
て
を
失
い
、
事
実
上
壊
滅
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
海
軍
増
強
た
め
暫
く
戦
闘
が
な
か
っ
た
が
、
日
米
が
講
話
し
て
か

ら
、
お
互
い
の
技
術
交
換
が
始
ま
る
。

　
大
日
本
帝
国
の
戦
艦
、空
母
を
見
て
、米
海
軍
関
係
者
は
唖
然
と
し
た
ら
し
い
。
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ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
２

　　　　　　　「
矢
矧
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
?
」

　「
…
…
…
…
ダ
メ
ね
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
レ
ー
ダ
ー
も
、
衛
星
通
信
も
す
べ
て
ダ
ウ
ン
し

て
い
る
わ
。
大
和
わ
?
」

　「
こ
っ
ち
も
す
べ
て
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。」

　　
東
シ
ナ
海
南
部
、北
緯
３
４
度
１
２
分
、東
経
１
２
８
度
０
４
分
の
海
域
に
て
、

計
２
４
隻
の
大
艦
隊
が
母
港
で
あ
る
佐
世
保
へ
と
、
二
つ
の
輪
形
陣
に
分
け
な
が

ら
進
ん
で
い
た
。

　
大
和
と
呼
ば
れ
た
者
。

　
そ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
て
建
造
さ
れ
現
代
ま
で
、文
字
通
り【
世
界
最
恐
】

【
鬼
に
金
棒
大
和
の
主
砲
】【
軍
艦
界
の
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
】【
大
矧
夫
婦
】
ｅ
ｔ
ｃ

…
…

　
色
々
な
二
つ
名
で
呼
ば
れ
る
大
日
本
帝
国
海
軍
第
一
艦
隊
総
旗
艦
【
戦
艦
大
和

（
せ
ん
か
ん
　
や
ま
と
）】
で
あ
る
。

　「
し
か
し
、
大
和
兄
様
。
こ
の
時
期
に
大
型
の
台
風
等
、
過
去
７
０
年
見
て
も
、
一

度
も
有
り
ま
せ
ん
。

　
や
は
り
此
処
は
一
度
停
泊
し
て
や
り
過
ご
す
訳
に
わ
?
」

　　
大
和
の
後
方
、
輪
形
陣
の
最
後
尾
を
務
め
る
【
戦
艦
武
蔵
（
せ
ん
か
ん
　
む
さ
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し
）】

　
が
総
旗
艦
で
あ
る
大
和
に
停
泊
を
進
言
す
る
。

　「
武
蔵
さ
ん
、
流
石
に
こ
こ
で
停
泊
は
自
殺
行
為
で
す
よ
。

　
大
和
お
兄
ち
ゃ
ん
。

　
此
処
は
や
は
り
少
し
航
路
を
外
れ
て
で
も
台
風
を
突
っ
切
っ
て
行
っ
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。」

　　
武
蔵
の
次
に
大
和
は
話
し
か
け
て
き
た
の
は
【
駆
逐
艦
雪
風
（
く
ち
く
か
ん
　

ゆ
き
か
ぜ
）】
で
あ
る
。

　
雪
風
が
な
ぜ
大
和
を
兄
と
呼
ぶ
の
か
、
そ
れ
は
単
純
に
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら

今
ま
で
、
矢
矧
と
一
緒
に
大
和
と
戦
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　「
…
…
そ
れ
は
無
理
だ
。

　
武
蔵
、
雪
風
、
お
前
も
分
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
?

　
今
艦
を
操
艦
し
て
い
る
の
は
俺
達
じ
ゃ
な
い
、
乗
っ
て
い
る
人
間
達
だ
。

　
俺
達
は
意
識
は
あ
る
が
動
け
な
い
。

　
最
後
に
決
め
る
の
は
い
つ
だ
っ
て
人
間
だ
。」

　　
そ
う
、
大
和
達
は
人
間
で
は
な
い
。

　
人
間
風
に
呼
ぶ
な
ら
ば
【
九
十
九
艦
神
（
つ
く
も
の
ふ
な
か
み
）】
と
呼
ば
れ
る

精
霊
、
神
霊
な
の
だ
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
大
和
達
に
は
人
間
の
よ
う
な
体
は
無
く
、
意
識
ノ
ミ
が
独
立
し

た
物
だ
。

　
因
み
に
、
大
和
が
九
十
九
艦
神
と
し
て
意
識
が
出
来
た
時
、
真
っ
先
に
会
っ
た

の
は
矢
矧
で
あ
る
。

　
周
り
か
ら
は
【
大
矧
夫
婦
（
や
ま
は
ぎ
夫
婦
）】
と
呼
ば
れ
る
く
ら
い
イ
チ
ャ
イ

チ
ャ
（
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
展
開
は
作
者
の
努
力
次
第
）
し
て
い
る
。

　「
そ
れ
は
分
か
っ
て
い
る
が
。

　
や
は
り
こ
の
体
は
不
便
だ
。」
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　「
…
…
…
…
…
…
…
…
だ
か
ら
体
は
無
い
と
言
っ
て
る
だ
ろ
。」

　　
記
述
外
で
幾
度
と
な
く
交
わ
し
た
言
葉
に
大
和
は
た
め
息
を
吐
く
。

　「
大
和
、
武
蔵
、
雪
風
、
貴
方
達
も
　
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
な
。

　　
そ
れ
よ
り
も
レ
ー
ダ
ー
が
回
復
し
た
ｋ
ｄ
!?

　　
ち
ょ
ッ
!?
大
和
!!
大
変
よ
!!
右
舷
よ
り
大
型
の
津
波
よ
!!

　　
大
き
さ
は
…
…
２
５
㍍
!?

　　
そ
ん
な
、
嘘
で
し
ょ
!?
」

　「「「「「「「
!?
」」」」」」」

　　
大
和
と
武
蔵
の
会
話
を
聞
い
て
苦
笑
し
て
い
た
他
の
九
十
九
艦
神
達
も
と
っ

さ
の
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
で
い
た
。

　
そ
れ
は
四
半
世
紀
以
上
大
日
本
帝
国
海
軍
の
旗
艦
を
努
め
て
い
た
大
和
も
同

じ
だ
っ
た
。

　「
矢
矧
!!
津
波
と
の
距
離
は
!?

　
乗
組
員
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
!!
」

　「
距
離
は
約
三
○
○
○
㍍
!!
乗
組
員
も
気
付
い
た
所
だ
け
ど
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け

ど
間
に
合
わ
な
い
わ
!!
」

　　
ク
ソ
!!

　　
大
和
は
悔
し
そ
う
に
呻
く
。
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き
っ
と
、
肉
体
が
合
っ
た
な
ら
ば
思
い
っ
き
り
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
い
た
だ
ろ

う
。

　
刻
一
刻
と
近
づ
い
て
く
る
津
波
。

　
乗
組
員
も
気
付
い
た
時
か
ら
対
処
し
て
い
た
ら
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
る

が
津
波
に
向
け
て
船
首
を
立
て
よ
う
と
会
頭
し
て
い
る
が
、
津
波
が
早
く
間
に
合

い
そ
う
に
無
い
。

　
圧
倒
的
な
ま
で
の
大
き
さ
の
津
波
。

　
ガ
○
ダ
ム
よ
り
も
大
き
な
津
波
は
、
大
和
達
を
横
か
ら
そ
の
圧
倒
的
な
迄
の
質

量
で
押
し
倒
し
て
い
く
。（
分
か
り
に
く
い
人
は
は【
ポ
セ
イ
ド
ン
】と
言
う
映
画

を
見
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
大
体
わ
か
り
ま
す
。）

　
為
す
す
べ
も
な
く
津
波
に
呑
ま
れ
、
海
中
に
引
き
摺
り
込
ま
れ
る
軍
艦
達
。

　
そ
れ
を
呑
み
込
む
津
波
は
、
ま
る
で
今
ま
で
散
々
大
和
達
が
倒
し
、
沈
め
て
き

た
軍
艦
達
の
怨
嗟
の
声
に
も
聞
こ
え
た
。

　「
矢
矧
!!
」

　　
意
識
が
途
切
れ
る
間
際
に
、
自
分
の
最
も
大
切
な
も
の
の
一
人
で
あ
る
矢
矧

に
、《
有
る
ハ
ズ
の
無
い
手
》
を
伸
ば
す
大
和
。

　
今
ま
で
、
薄
ら
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
筈
の
矢
矧
の
手
を
握
っ
た
刹
那
。

　
大
和
達
の
意
識
は
此
処
で
途
切
れ
た
。

　　　　　　　　　　　

- 22 -



　　　　　
―
―
―
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
を
お
伝
え
し
ま
す
。
本
日
未
明
、
坊
ノ
岬
沖
を
航
行
し

て
い
た
海
軍
第
一
艦
隊
が
忽
然
と
行
方
不
明
と
な
り
ま
し
た
。
大
本
営
は
き
ん

ｋ
ｙ
…
…
…
…

　　　
韓
Ａ
―
―
―
日
本
ざ
ま
ぁ
ｍ
９
っ
＾
Д
＾
）
プ
ギ
ャ
ー

　　
韓
Ｂ
―
―
―
い
い
か
ら
早
く
働
け
!!
ボ
グ
ッ

　　
韓
Ａ
―
―
―
イ
ッ
タ
ぁ「
ボ
グ
ッ
、ド
カ
ッ
!!
」グ
フ
!?
…
…
…
…
ｏ
ｒ
ｚ
チ
ー

ン　　
韓
Ｃ
―
―
―
…
…
…
…
…
…
や
り
す
ぎ
だ
ろ
お
前
ら
。
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ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
３

　　　　　
あ
の
日
、
津
波
に
呑
ま
れ
た
日
か
ら
お
よ
そ
３
日
。

　
お
よ
そ
と
言
う
の
は
つ
い
２
、
３
時
間
前
ま
で
俺
は
気
絶
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
ま
た
こ
の
『
ら
し
い
』
と
い
う
の
も
、
俺
が
起
き
て
か
ら
目
の
前
に
居
る
摩
訶

不
思
議
な
珍
生
物
の
説
明
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　『
妖
精
』

　　
彼
女
?
達
は
自
分
達
の
事
を
そ
う
紹
介
し
た
。

　
初
め
は
信
じ
て
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
は
よ
く
人
間
が
み
る
と
聞
く
『
夢
』
で
、
本
当
の
『
艦
』
の
俺
は
呉
の
乾

ド
ッ
ク
で
修
理
を
受
け
て
い
る
と
考
え
て
た
。

　
勿
論
、
そ
ん
な
こ
と
は
一
切
無
く
て
こ
れ
が
現
実
な
の
だ
が
、
こ
れ
を
現
実
だ

と
受
け
止
め
る
の
に
俺
は
一
、
二
時
間
ず
っ
と
頬
を
つ
ね
っ
た
り
自
分
を
殴
っ
た

り
し
て
い
た
。

　　
事
実
を
受
け
止
め
、
現
実
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
何
を
す
る
べ
き
か
考
え
る
。

　
先
ん
ず
、
妖
精
達
が
こ
の
世
界
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
ら
し
い
の
で
、
俺
は

艦
長
室
の
椅
子
に
座
り
な
が
ら
妖
精
達
の
リ
ー
ダ
ー
ら
し
き
子
を
膝
に
乗
せ
て

撫
で
な
が
ら
そ
の
子
か
ら
説
明
を
聞
く
。

　
妖
精
っ
て
案
外
可
愛
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　「
そ
れ
で
、
テ
イ
ト
ク
さ
ん
は
何
か
ら
聞
き
た
い
の
で
す
カ
?
」

　　
妖
精
達
の
リ
ー
ダ
ー
ら
し
き
子
、
仮
称
ユ
キ
（
元
ネ
タ
は
や
っ
ぱ
り
宇
宙
戦
艦

ヤ
マ
ト
）
が
聞
い
て
く
る
。
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他
の
妖
精
達
は
話
せ
て
も
大
体
カ
タ
カ
ナ
言
葉
に
な
る
の
だ
が
、
ユ
キ
は
そ
う

で
も
無
い
ら
し
い
。

　「
先
ん
ず
一
つ
目
は
、
な
ぜ
俺
が
提
督
な
ん
だ
?
」

　「
私
達
妖
精
は
チ
ン
ジ
ュ
フ
に
て
指
揮
す
る
テ
イ
ト
ク
さ
ん
に
装
備
の
開
発
や
カ

ン
ム
ス
の
装
備
の
調
整
、
カ
ン
ム
ス
の
建
造
な
ど
を
す
る
の
で
す
ガ
、
フ
ツ
ウ
は

私
達
の
気
分
で
装
備
や
カ
ン
ム
ス
が
こ
の
世
界
に
決
ま
る
の
で
大
体
の
テ
イ
ト

ク
さ
ん
達
は
私
達
に
ア
タ
マ
を
下
げ
て
い
る
の
で
ス
。」

　　
と
ま
ぁ
、
俺
の
膝
上
で
ふ
に
ゃ
っ
と
撫
で
ら
れ
な
が
ら
笑
う
ユ
キ
（
仮
称
）。

　
と
い
う
か
カ
ン
ム
ス
っ
て
な
ん
だ
?

　「
そ
れ
で
、
カ
ン
ム
ス
っ
て
な
ん
だ
?
」

　「
カ
ン
ム
ス
と
言
う
の
は
、
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
シ
ン
カ
イ
セ
イ
カ
ン
と
戦
う

た
め
に
集
め
ら
れ
た
兵
器
の
こ
と
で
、
見
た
目
は
オ
ン
ナ
ノ
コ
な
の
で
す
が
、
数

多
の
グ
ン
カ
ン
の
魂
を
使
っ
て
い
る
の
で
大
体
は
み
ん
な
グ
ン
カ
ン
の
名
前
が

つ
け
ら
れ
て
ま
ス
。

　
と
い
う
か
今
の
ヤ
マ
ト
さ
ん
が
そ
う
で
す
ネ
。」

　　
な
で
な
で
ふ
に
ゃ
〜
…
…
…
…
な
で
な
で
ふ
に
ゃ
〜

　　
何
こ
の
子
?
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
可
愛
い
ん
だ
け
ど
。

　
成
程
ね
っ
と
つ
ま
り
軍
『
艦
』
の
魂
を
使
っ
た
『
娘
（
お
ん
な
の
こ
）』
の
形
を

し
た
兵
器
だ
か
ら
『
艦
娘
』
か
。

　
だ
け
ど

　「
だ
が
俺
は
見
た
目
男
だ
ぞ
?
」

　「
そ
れ
に
関
し
て
は
私
達
も
わ
か
ら
な
い
の
で
ス
」
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若
干
し
ょ
ん
ぼ
り
し
な
が
ら
俯
く
ユ
キ
（
確
定
）。

　
取
り
敢
え
ず
ユ
キ
を
肩
に
乗
せ
て
か
ら
艦
内
を
散
策
す
る
た
め
艦
長
室
を
後

に
す
る
。

　「
次
に
深
海
棲
艦
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
。。」

　「
シ
ン
カ
イ
セ
イ
カ
ン
は
沈
ん
で
い
っ
た
�
（
　

　
フ
ネ
の
オ
ン
ネ
ン
や
ら
な
ん
や
ら
ガ
、
実
体
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
と
仮
定
さ
れ

て
ま
ス
。

　
こ
ち
ら
も
カ
ン
ム
ス
と
同
じ
く
元
が
フ
ネ
な
の
で
ク
チ
ク
カ
ン
等
の
カ
ン

シ
ュ
に
別
れ
て
ま
ス
。」

　　
そ
う
か
。
つ
ま
り
俺
が
こ
の
世
界
で
生
き
て
い
く
為
に
は
そ
の
深
海
棲
艦
と

ヤ
ラ
を
倒
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
か
。

　
今
現
在
何
処
に
も
所
属
し
て
い
な
い
俺
は
ま
ず
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
そ

の
深
海
棲
艦
と
や
ら
に
一
人
で
戦
っ
て
い
か
な
い
と
ダ
メ
な
訳
だ
が
…
…
…
…

　「
そ
う
い
え
ば
、
今
の
俺
の
ス
ペ
ッ
ク
は
ど
う
な
ん
だ
?

　
こ
の
世
界
で
は
調
達
出
来
る
の
か
?
」

　　
第
二
次
世
界
大
戦
時
代
の
軍
艦
が
主
力
の
艦
娘
達
ば
っ
か
の
世
界
じ
ゃ
、
ハ
ー

プ
ー
ン
と
か
ト
マ
ホ
ー
ク
と
か
は
オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
だ
ろ
う
。

　
あ
れ
…
…
…
…
今
ユ
キ
の
目
が
光
っ
た
よ
う
な
…
…
…
…

　「
良
く
ぞ
聞
い
て
く
れ
ま
し
タ
!!

　
私
達
妖
精
が
テ
イ
ト
ク
の
為
に
超
が
つ
く
ほ
ど
の
大
改
装
（
カ
ブ
ー
ル
式
改

造
）
を
オ
コ
ナ
ッ
テ
見
せ
ま
し
た
ヨ
。

　
フ
フ
フ
…
…
…
…
こ
れ
で
シ
ン
カ
イ
セ
イ
カ
ン
な
ん
て
ヒ
ン
シ
の
タ
ヌ
キ
デ

ス
ヨ
!!
」
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そ
う
行
っ
て
懐
か
ら
一
枚
の
紙
を
取
り
出
し
て
俺
に
見
せ
る
ユ
キ
。

　
な
ん
だ
か
物
凄
く
嫌
な
予
感
が
す
る
ん
で
す
け
ど
…
…
…
…

　『
カ
ブ
ー
ル
式
改
造
に
よ
る
ヤ
マ
ト
の
改
装
点

　　　
主
砲
…
…
４
８
セ
ン
チ
陽
電
子
砲
『
シ
ョ
ッ
ク
カ
ノ
ン
』
三
連
装
三
機

　　
２
０
．
３
セ
ン
チ
陽
電
子
砲
『
シ
ョ
ッ
ク
カ
ノ
ン
』
三
連
装
二
機

　　
上
記
の
う
ち
艦
首
側
に
は
実
弾
を
発
砲
可
能

　　
１
３
セ
ン
チ
三
連
装
及
び
４
連
装
光
学
機
銃
『
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
』
多
数

　　
艦
首
及
び
艦
尾
魚
雷
発
射
管
合
計
１
２
門

　　
艦
舷
ミ
サ
イ
ル
発
射
管
１
０
門

　　
煙
突
偽
装
Ｖ
Ｌ
Ｓ
１
６
機

　　
零
式
空
間
５
２
型
艦
上
戦
闘
機
『
コ
ス
モ
ゼ
ロ
』
二
機

　　
以
上
、
上
記
の
他
に
も
随
時
改
装
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　　　
な
ん
だ
こ
れ
…
…
…
…

　「
こ
れ
っ
て
ほ
と
ん
ど
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
の
武
装
じ
ゃ
な
い
か
!?
」

　「
も
ち
ろ
ん
で
ス
!!
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私
達
妖
精
の
全
能
力
を
駆
使
し
て
作
り
上
げ
た
サ
イ
コ
ウ
ケ
ッ
サ
ク
な
の
で

ス
!!

　
流
石
に
波
動
砲
は
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
波
動
エ
ン
ジ
ン
位
な
ら
ワ
ザ
ワ
ザ

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
ビ
○
チ
三
姉
妹
に
頼
ら
な
く
て
も
作
れ
る
の
で
ス
!!
」

　　
い
や
ビ
○
チ
っ
て
言
う
な
し
。

　
あ
れ
…
…
で
も
ス
タ
ー
シ
ャ
だ
っ
た
か
ユ
リ
ー
シ
ャ
だ
っ
た
か
は
島
に
た
い

し
て
ヤ
ン
デ
レ
だ
っ
た
気
が
す
る
。

　
長
女
は
デ
ス
ラ
ー
ふ
っ
て
守
と
い
ち
ゃ
つ
い
て
た
し
あ
な
が
ち
間
違
っ
て
も

…
…
…
…
…
…
間
違
っ
て
る
…
…
…
…
は
ず
。

　「
嫌
な
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
!!

　
な
ん
で
作
っ
た
の
さ
、
ど
う
み
て
も
チ
ー
ト
級
で
す
や
ん
!?

　
何
?
こ
の
装
備
で
深
海
棲
艦
の
根
城
に
単
艦
で
突
っ
飲
め
と
?
バ
ラ
ン
星
の

時
の
よ
う
に
万
に
等
し
い
数
の
敵
を
相
手
に
突
っ
飲
め
と
?
深
海
棲
艦
側
に
ド

メ
ル
が
い
た
ら
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ヤ
ダ
ー
!!
」

　「
誰
も
そ
こ
ま
で
言
っ
て
な
い
の
で
ス
。

　
テ
イ
ト
ク
に
は
沈
ん
で
欲
し
く
な
い
の
で
頑
張
っ
た
だ
け
な
の
で
ス

…
…
…
…
」

　　
泣
き
そ
う
に
な
る
ユ
キ
ち
ゃ
ん
。

　
ほ
ん
と
ご
め
ん
、
取
り
乱
し
て
ご
め
ん
。

　
ク
ラ
ー
ケ
ン
に
う
た
れ
る
直
前
の
ゲ
ー
ル
並
に
取
り
乱
し
て
ご
め
ん
。

　「
そ
う
…
…
…
…
ご
め
ん
な
ユ
キ
ち
ゃ
ん
。

　
と
い
う
か
そ
ん
な
凄
い
装
備
作
っ
て
貰
っ
て
も
、
補
給
出
来
な
き
ゃ
意
味
な
い

ん
じ
ゃ
無
い
の
?
」

　　
ユ
キ
ち
ゃ
ん
を
あ
や
し
つ
つ
、
補
給
に
つ
い
て
質
問
。

　
い
く
ら
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
並
の
装
備
で
も
、
う
ち
に
は
真
田
さ
ん
が
い
な
い
の
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で
補
給
が
無
い
と
戦
え
無
い
。

　「
そ
れ
に
つ
い
て
は
大
丈
夫
で
ス
。

　
こ
の
航
路
に
廃
墟
と
な
っ
た
チ
ン
ジ
ュ
フ
が
あ
る
の
で
そ
こ
を
拠
点
に
す
れ

ば
い
い
の
で
ス
。」

　　
廃
墟
と
な
っ
た
鎮
守
府
…
…
…
…
こ
の
先
に
あ
る
の
は
確
か

　「
ト
ラ
ッ
ク
島
…
…
…
…
」

　「
正
解
で
ス
。
深
海
棲
艦
と
の
戦
い
の
初
期
に
計
画
さ
れ
た
チ
ン
ジ
ュ
フ
増
設
計

画
で
造
ら
れ
た
チ
ン
ジ
ュ
フ
な
の
で
す
が
、
度
重
な
る
シ
ン
カ
イ
セ
イ
カ
ン
の
侵

攻
に
て
つ
い
最
近
放
棄
さ
れ
た
の
で
ス
。
そ
こ
な
ら
ば
施
設
が
生
き
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
し
、
今
い
る
妖
精
達
で
再
建
す
る
事
も
で
き
ま
ス
。
　
」

　　
そ
う
い
う
事
な
ら
問
題
な
い
。

　
拠
点
が
あ
る
に
越
し
た
こ
と
は
無
い
か
ら
な
。

　
で
き
れ
ば
新
た
に
そ
の
艦
娘
と
や
ら
ｒ
ｗ
…
…

　　
ド
ォ
ォ
ォ
オ
オ
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
オ
オ
オ
オ
ン
!!

　
パ
リ
ー
ン
!!

　
ド
カ
ー
ン
!!

　「
な
、
な
ん
ダ
!?
ど
う
し
タ
!?
」

　　
い
き
な
り
の
こ
と
に
慌
て
る
ユ
キ
ち
ゃ
ん
。

　
可
愛
い
…
…
…
…
と
か
思
っ
て
る
場
合
じ
ゃ
無
い
ん
だ
け
ど
、
悲
し
い
こ
と
に

前
世
（
?
）
で
き
る
慣
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
ね

　
ト
ホ
ホ
…
…
…
…

　　
モ
ブ
妖
精
Ａ
「
ヒ
ダ
リ
ゲ
ン
キ
ョ
リ
４
０
０
０
に
テ
キ
シ
ン
カ
イ
セ
イ
カ
ン
ヨ

- 29 -



ン
セ
キ
!!
」

　「
艦
種
特
定
急
げ
!!
」

　　
モ
ブ
妖
精
Ｂ
「
ジ
ュ
ウ
ジ
ュ
ン
リ
キ
ュ
ウ
サ
ン
セ
キ
、
セ
ン
カ
ン
ル
キ
ュ
ウ

イ
ッ
セ
キ
デ
ス
!!
」

　　
ユ
キ
ち
ゃ
ん
（
リ
ー
ダ
ー
）
よ
り
し
っ
か
り
し
て
い
る
モ
ブ
妖
精
。

　
後
で
あ
い
つ
ら
に
も
名
前
を
つ
け
よ
う
。

　
そ
れ
よ
り
も
…
…

　「
総
員
第
一
種
戦
闘
配
置
!!
砲
雷
撃
戦
用
意
!!
」

　　
ま
ず
は
あ
の
邪
魔
者
を
食
い
破
る
!!
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ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
４
　
　
ト
ラ
ッ
ク
島
沖
突
破
作
戦

　　　　「
第
一
種
戦
闘
配
置
!
砲
雷
撃
戦
用
意
!!
」

　　
第
一
艦
橋
中
央
再
奥
、
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
で
沖
田
艦
長
が
座
っ
て
い
る
席
か
ら

指
示
を
飛
ば
す
。

　
ま
だ
ま
だ
目
的
地
の
ト
ラ
ッ
ク
島
ま
で
距
離
が
あ
る
。

　
敵
艦
隊
を
無
視
し
て
逃
げ
る
手
も
あ
る
が
、
今
後
戦
闘
に
必
ず
関
わ
っ
て
い
か

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
な
ら
今
か
ら
慣
れ
て
お
い
た
方
が
い
い
。

　
そ
う
、
ユ
キ
ち
ゃ
ん
と
結
論
づ
け
艦
橋
ま
で
来
た
は
い
い
が
、
妖
精
達
は
思
っ

た
よ
り
も
冷
静
で
き
ち
ん
と
指
示
に
従
っ
て
く
れ
る
。

　
ユ
キ
ち
ゃ
ん
だ
け
例
外
だ
っ
た
ら
し
い
。

　　
モ
ブ
妖
精
Ａ
「
テ
キ
シ
ン
カ
イ
セ
イ
カ
ン
ル
キ
ュ
ウ
、
コ
ウ
ホ
ウ
シ
チ
ジ
ノ
ホ

ウ
ガ
ク
ヨ
リ
セ
ッ
キ
ン
!!
」

　　
モ
ブ
妖
精
Ｂ
「
リ
キ
ュ
ウ
サ
ン
セ
キ
、
ヒ
ダ
リ
ゲ
ン
ク
ジ
ヨ
リ
タ
ン
ジ
ュ
ウ
ジ

ン
で
セ
ッ
キ
ン
チ
ュ
ウ
!!
」

　　
ル
級
は
こ
の
ま
ま
右
舷
に
ま
わ
っ
て
挟
み
撃
ち
に
す
る
気
か
?

　
そ
れ
と
も
ル
級
を
囮
に
リ
級
三
隻
の
魚
雷
攻
撃
か
?

　
だ
が
こ
ち
ら
の
火
力
な
ら
各
個
撃
破
出
来
る
、
ま
ず
は
数
の
多
い
リ
級
か
ら
狙

う
べ
き
だ
な
。

　
ル
級
の
火
力
以
上
に
リ
級
の
魚
雷
は
危
険
だ
。

　
三
隻
か
ら
同
時
に
撃
た
れ
た
ら
被
弾
は
免
れ
な
い
。

　
…
…
…
…
…
…
て
い
う
か
今
の
俺
の
武
装
は
な
ん
だ
!?

　
改
装
（
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
）
さ
れ
た
こ
と
以
外
わ
か
っ
て
ね
ぇ
よ
!?
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　「
ち
ょ
、
ユ
キ
ち
ゃ
ん
!!
今
の
俺
の
武
装
っ
て
何
!?
」

　　
使
え
る
武
装
で
戦
い
方
変
わ
る
ん
だ
け
ど
!

　
早
く
教
え
て
く
れ
ユ
キ
ち
ゃ
ん
!!
蹲
っ
て
な
い
で
早
く
!

　
ホ
ラ
ま
た
敵
が
撃
っ
て
い
て
る
か
ら
!?

　
既
に
敵
弾
夾
叉
し
て
る
か
ら
!!

　「
は
い
ぃ
!!
ま
だ
改
装
途
中
だ
っ
た
の
で
シ
ョ
ッ
ク
カ
ノ
ン
は
セ
イ
ゼ
イ
数
発
し

か
撃
て
な
い
の
で
ス
!!

　
ミ
サ
イ
ル
系
は
問
題
な
い
で
す
ガ
、
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
と
魚
雷
発
射
管
は
使
え

な
い
の
で
ス
!!
」

　　
そ
う
言
っ
て
ま
た
肩
に
し
が
み
つ
く
ユ
キ
ち
ゃ
ん
。

　
頼
む
か
ら
モ
ブ
妖
精
を
見
習
っ
て
く
れ
。

　「
メ
イ
ン
は
砲
撃
戦
か
…
…
…
…
よ
し

　
主
砲
一
番
二
番
三
番
は
シ
ョ
ッ
ク
カ
ノ
ン
用
意
!

　
一
番
副
砲
に
は
三
式
弾
装
填
!

　
Ｖ
Ｌ
Ｓ
は
主
砲
、
副
砲
斉
射
後
に
残
存
艦
に
向
け
発
射
!
」

　　
ウ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
…
…
…
…
ガ
シ
ャ
ン
…
…

　
一
番
二
番
主
砲
は
リ
級
へ
向
け
、
三
番
主
砲
は
後
ろ
か
ら
回
り
込
ん
で
い
る
ル

級
へ
向
け
主
砲
が
旋
回
す
る
。

　
数
秒
遅
れ
て
、
三
式
弾
を
装
填
し
終
え
た
一
番
副
砲
も
リ
級
へ
向
け
旋
回
す

る
。

　　
モ
ブ
妖
精
Ｂ
「
サ
ク
テ
キ
ヨ
シ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ュ
ン
ヨ
シ
、
ゼ
ン
ホ
ウ
モ
ン
シ
ャ

ゲ
キ
ジ
ュ
ン
ビ
ヨ
シ
!!
」

　「
撃
ち
ぃ
ぃ
ぃ
か
た
ぁ
ぁ
ぁ
←
は
じ
め
→
!!
」

- 32 -



　　
バ
キ
ュ
ゥ
ゥ
ゥ
ウ
ウ
ウ
ン

!!!!×
３

　　
一
番
二
番
主
砲
よ
り
放
た
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
カ
ノ
ン
は
途
中
一
つ
に
纏
ま
り
な

が
ら
、
単
縦
陣
に
て
接
近
す
る
リ
級
の
先
頭
に
着
弾
す
る
。

　
一
撃
、
た
っ
た
一
撃
で
着
弾
し
た
リ
級
は
う
め
き
声
１
つ
上
げ
る
こ
と
な
く
深

海
に
没
し
て
い
く
。

　
残
り
の
二
隻
の
リ
級
は
呆
然
と
、
何
が
起
こ
っ
た
の
か
わ
か
ら
ず
に
数
秒
間
止

ま
っ
て
し
ま
う
。

　「
副
砲
て
ぇ
ぇ
ぇ
!!
」

　　
ド
ォ
ン
ド
ォ
ン
ド
ォ
ン
!!

　　
こ
の
好
き
を
逃
さ
ず
ヤ
マ
ト
は
す
ぐ
さ
ま
副
砲
を
射
撃
す
る
。

　
放
物
線
を
描
き
な
が
ら
、
三
式
弾
は
中
央
の
リ
級
、
そ
れ
の
主
砲
、
艦
橋
、
艦

体
へ
と
突
き
刺
さ
る
。

　
こ
の
砲
撃
で
リ
級
は
既
に
轟
沈
寸
前
、
し
か
し
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
リ

級
の
内
部
へ
突
き
刺
さ
っ
た
三
式
弾
の
時
限
信
管
が
作
動
し
、
今
ま
で
無
傷
だ
っ

た
最
後
尾
の
リ
級
を
誘
爆
、
巻
き
添
え
に
大
爆
発
を
起
こ
す
。

　
辺
り
に
破
片
を
ま
き
散
ら
し
な
が
ら
没
し
て
い
く
二
隻
の
リ
級
。

　
ヤ
マ
ト
艦
橋
か
ら
で
も
見
え
る
爆
発
は
、
残
る
ル
級
を
後
に
し
て
勝
利
を
確
信

す
る
に
は
十
分
す
ぎ
る
も
の
だ
っ
た
。

　　　　　　　『
そ
れ
』
は
恐
怖
し
た
。
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は
じ
め
仲
間
た
ち
と
ヤ
ツ
を
見
つ
け
た
と
き
は
見
た
こ
と
も
な
い
艦
と
い
う

感
想
し
か
な
か
っ
た
。

　
た
っ
た
戦
艦
一
隻
の
み
の
編
成
に
、
つ
い
先
ほ
ど
艦
娘
の
艦
隊
を
悠
々
と
撃
退

し
た
『
そ
れ
ら
』
に
と
っ
て
、
た
か
だ
か
戦
艦
一
隻
な
ど
玩
具
に
も
な
ら
な
い
、
そ

う
思
っ
て
い
た
。

　
そ
う
、
思
っ
て
い
た
…
…
だ
。

　
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、
見
た
こ
と
も
な
い
蒼
白
い
閃
光
を
撃
っ
た
か
と
思
え

ば
、
ｆ
ｌ
ａ
ｇ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
の
リ
級
が
簡
単
に
沈
ん
で
い
っ
た
。

『
そ
れ
』
は
唖
然
と
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
と
。

　
た
が
し
か
し
、
次
の
砲
撃
で
『
そ
れ
』
は
確
信
す
る
。

　
ヤ
ツ
の
放
っ
た
三
発
の
砲
弾
は
、
一
発
も
外
す
こ
と
な
く
も
う
一
隻
の
リ
級
に

着
弾
す
る
。

　
直
後
に
起
こ
っ
た
大
爆
発
で
、
無
傷
だ
っ
た
ハ
ズ
の
最
後
尾
の
リ
級
を
も
巻
き

添
え
に
し
て
二
隻
共
沈
ん
で
い
っ
た
。

『
そ
れ
』
は
恐
怖
す
る
。

　
艦
娘
を
も
圧
倒
す
る
『
そ
れ
ら
』
が
い
と
も
た
や
す
く
沈
ん
で
い
っ
た
事
に
。

　
自
分
が
、
狩
る
側
か
ら
狩
ら
れ
る
側
に
な
っ
た
事
に
。

　
ｅ
ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
で
あ
る
は
ず
の
自
分
が
恐
怖
す
る
ヤ
ツ
か
ら
、
無
駄
だ

と
知
り
つ
つ
も
逃
げ
よ
う
と
す
る
。

　
し
か
し
そ
れ
も
、
近
づ
い
て
来
る
蒼
白
い
閃
光
に
飲
ま
れ
て
い
く
。

『
そ
れ
』
は
思
う
。

　
沈
み
ゆ
く
船
体
に
身
体
を
預
け
な
が
ら
。

　
ま
た
深
海
（
あ
そ
こ
）
に
戻
る
の
か
と
。

　
は
る
か
彼
方
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
筈
の
記
憶
。

『
そ
れ
』
が
『
そ
れ
』
で
あ
っ
た
記
憶
。

　
深
海
（
故
郷
）
が
深
海
（
恐
怖
）
だ
っ
た
頃
の
記
憶
。

　
だ
か
ら
『
そ
れ
』
は
思
う
。

　
深
海
棲
艦
に
あ
る
ま
じ
き
応
え
。

　
た
だ
た
だ
…
…
…
…
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　　　　　　　　　　　　　　　　『
死
に
た
く
な
い
』
…
…
…
…
と
。
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